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１．はじめに

正倉院正倉の創建年代は天平勝宝８年（７５６）前後とみられ、現在の正倉は、一棟三倉の形式

であるが、その成立についてはつぎのように諸説があって定まっていない。

１）当初から一つの屋根の下に北倉、中倉、南倉の三室があったとする説。

２）もとは南倉と北倉とがそれぞれ独立した建物であったとする説。

３）一つの屋根の下に北倉と南倉とがあって、中倉はあとで両者の空間をふさぎ、増設した

とする説。

２００２年度には、国宝正倉院正倉の創建年代や修理年代を明らかにするため、北倉、中倉、南

倉の建築部材（床板や台輪）の年輪年代法による年代調査を実施した（表１）（１）。この調査では、

辺材部が２．８㎝残存する中倉台輪（２００２年度⑤）の年輪年代が７４１年と確定し、正倉は奈良時代

のものであることが実証された。また、南倉床板（辺材部無し：２００２年度②）の年輪年代が１１５４

年、北倉台輪（辺材部１．６㎝残存：２００２年度⑯）の年輪年代が１１８９年とそれぞれ確定したことか

ら、この２材は１２００年前後の取り替え材であることがわかった。このことは、その頃に大きな

修理のあったことを示している。

また、この調査では中倉が当初からあったのか、あるいは後世に増設されたのか、この点に

ついての解明も大きな目的ではあったが、中倉の床板は当初のものであることがわかったもの

の、中倉の壁板や１階の天井板（＝２階の床板）の年代調査をすることはできなかったので、

この問題点の究明はつぎの機会に持ちこされることとなった。

そこで宮内庁正倉院事務所の要請を受け、２００５年度の調査では中倉壁板や同１階天井板を主

たる対象として、再度、年輪年代法による調査を実施した。以下に、その概略を報告する。

２．選定部材と方法

調査は、中倉および北倉の内部に立ち入り、壁板や床板材のなかから年輪年代が確定できる

と予想される１６点の部材を選定し（表２）、高精細のデジタルカメラ（１１００万画素）を使って選

定部材の年輪画像を撮影し、この出力画像（カラーコピー）から年輪読取器を使用して年輪幅

を計測する方法と、年輪画像計測ソフト（２）を使ってコンピュータのモニター画面上で計測する

方法を併用した。

コンピュータによる年輪パターンの照合法は、相関分析手法によった（３）。このとき、年輪パ

（６６）



ターン照合の成否の目安として、ｔ検定によるｔ値（一種の類似度）が５．０前後以上となる年代

位置でもって年輪パターン照合は成立したと見なし、さらにこの検出位置でもって目視による

年輪パターングラフを重ねあわせ、詳細にチェックした後、問題がないと判断した時点で最終

的に年輪年代を確定するという手続きをとった。年輪年代を求めるにあたって使用した暦年標

準パターンは、おもに近畿地域のヒノキ年輪で作成した紀元前３７年～８４５年（Aパターン）のも

のと、５１２年～１３２２年（Bパターン）のものとを用いることとした。

＊中倉１階、北倉１階の天井板、および中倉屋根裏西側中央部床板の長さ方向は南北方向、中倉屋根裏南西部

床板の長さ方向は東西方向である。

表１ ２００２年度調査の年輪年代測定結果

調査番号 調査対象部材 年輪数 形状 ｔ値 辺材幅 年輪年代

① 南倉台輪 １２７ 辺材型 － ３．３� －
② 南倉床板 １７２ 心材型 ７．３（Ｂ） － １１５４
③ 中倉床板 ２５９ 辺材型 － １．９� －
④ 中倉台輪 １９２ 辺材型 １１．３（⑤） １．８� ７１４
⑤ 中倉台輪 ２２３ 辺材型 ６．６（Ａ） ２．８� ７４１
⑥ （欠番） － － － － －
⑦ 南倉床板 － 心材型 － － －
⑧ 中倉床板 ２０４ 心材型 ５．１（Ａ） － ６３９
⑨ 中倉床板 １５９ 辺材型 ５．０（⑤） １．３� ７１６
⑩ 北倉床板 ２４２ 心材型 － － －
⑪ 北倉台輪 １７５ 心材型 － － －
⑫ 北倉床板 ９９ 心材型 ５．８（⑮） － ５９４
⑬ 北倉床板 － 辺材型 － ２．０� －
⑭ 北倉床板 １７８ 心材型 － － －
⑮ 北倉床板 １７５ 心材型 ５．１（Ａ） － ６００
⑯ 北倉台輪 １７２ 辺材型 ６．１（Ｂ） １．６� １１８９
⑰ 北倉床板 － 心材型 － － －

＊ｔ値の括弧内は照合に用いたパターンあるいは特定の部材の番号を示す。

表２ 調査対象部材一覧表

調査番号 調査対象部材 部材位置／測定箇所

① 中倉２階東側壁板 下から５枚目（１階床面から１２枚目）
② 中倉１階東側壁板 下から６枚目
③ 中倉１階東側壁板 下から４枚目
④ 中倉屋根裏西側中央部床板 東から４枚目
⑤ 中倉屋根裏南西部床板 北から５枚目
⑥ 中倉屋根裏南西部床板 北から１２枚目
⑦ 中倉１階天井板 北側列東から１２枚目
⑧ 中倉１階天井板 北側列東から２５枚目
⑨ 中倉１階天井板 中央列東から１枚目
⑩ 中倉１階天井板 中央列東から５枚目
⑪ 中倉１階天井板 中央列東から１０枚目
⑫ 中倉１階天井板 南側列東から１１枚目
⑬ 中倉１階天井板 南側列東から２５枚目
⑭ 北倉１階天井板 北側列東から９枚目
⑮ 北倉１階天井板 北側列東から１６枚目
⑯ 北倉１階天井板 北側列東から２６枚目
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３．結 果

年代測定用に選定した部材点数は１６点であった。その内訳は、中倉屋根裏において床板３点、

中倉１階にて天井板７点、壁板１点、中倉２階にて壁板２点、北倉において床板３点である（表

２）。このなかで、肉眼的にみて辺材が一部でも残存しているもの（辺材型）は、残念ながら確

認できなかった。総数１６点の部材から計測した年輪層数は、⑫と⑭の床板だけがそれぞれ１１１層、

１０８層とやや少ないものの、その他のものは、一応の目安としている１００層をはるかに越えるも

のばかりであった（表３）。

１６点の年輪データと２種類の暦年標準パターンとの照合結果をみると、まずAパターン（紀

元前３７年～８４５年）との照合において年輪年代が確定したものは７点、Bパターン（５１２年～１３２２

年）との照合において年輪年代が確定したものは１点であった。これ以外に、暦年標準パター

ンとの照合において不成立であったものの中に、⑮（年輪年代：７０９年）の年輪データとの照合

において年輪年代が確定したものが２組（②：５７６年、⑨：５５６年）あり、１６点中１０点の残存最

外年輪の年代が判明した（第１図）。

今回の調査の最大のポイントは、中倉の壁板の部材に何年頃のものが使われているのかとい

うことであった。さいわいにも、選定した３点の壁板について年輪画像を撮影することができ、

そのうちの２点について年輪年代が①：６７９年、②：５７６年と確定した。しかし、この２点の壁

板には辺材部の存在が肉眼的には確認できなかったので、正確な伐採年代を求めることはでき

ない。

ここで、年輪年代（６７９年）が得られた部材①の伐採年代について推算してみることとする。

その手がかりとして、樹齢２００年～３００年以上の木曽ヒノキの辺材を例にとると、平均辺材幅３

㎝のなかに刻まれている平均年輪数は５３±１７層である。仮に、この平均年輪数をこの部材①の

年輪年代に加算してみると、７１５年～７４９年となる。ただし、部材①の心材部がどの程度削除さ

れていたのかは不明であるが、外周部の年輪が１００層以上にわたって大きく削除されていると

は考えにくいので、部材①すなわち中倉２階東側壁板（下から５枚目）について７００年代の中頃

に伐採年代を推定することは、何ら不自然ではない。こう考えると、中倉の建築年代は北倉と

南倉と同時に、一棟三倉形式で創建されたと見るのが妥当である。

また壁板ではないものの、中倉屋根裏の床板（⑤）は年輪年代７１８年を、また中倉１階の天井

板（⑩）は年輪年代７１９年を示し、北倉１階の天井板（⑮）の年輪年代７０９年とほぼ一致してい

る。１階の天井板や屋根裏の床板などが存在し、側壁がなかったという状況は考えにくいので、

これもまた当初から中倉が完成していたことを示す証拠となろう。

これらのことから、今回の年輪年代調査によって、正倉院正倉は創建当初から一つの屋根の

下に北倉、中倉、南倉の三倉が同時に作られたものであることがわかった。

また修理に関して言えば、Bパターンと合致した中倉屋根裏の床板である部材�の年輪年代

は１１６０年と確定した。これは、前回の調査で得られた北倉台輪（２００２年度⑯：１１８９年）と南倉
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床板（２００２年度②：１１５４年）の年輪年代とほぼ一致し、この部材もまた、１２００年前後の修理に

際して取り替えられた部材であることがわかった。

以上、２００２年度、２００５年度の２度にわたる年輪年代調査によって、従来から大きな問題点と

なっていた一棟三倉形式の正倉が、奈良時代中頃の創建当初の建物であることが実証されたこ

との意義は大きい。さらに１２００年前後に大きな修理のあったことが文献による記載以外から実

証された。このように、年輪年代法は古建築の履歴について部材そのものから質の高い年代情

報を導き出すことができるので、建築史学研究に欠かすことのできない方法といえる。今後、

さらに多くの古建築に、この方法を応用していきたいものである。

表３ 調査対象の年輪年代測定結果

場所 番号 年輪数 形状 ｔ値 年輪年代

中倉東側壁
① ２４３ 心材型 ８．２（Ａ） ６７９
② １５３ 心材型 ６．２（⑯） ５７６
③ １６８＋１ 心材型 － －

中倉屋根裏床板
④ ２３３＋２ 心材型 － －
⑤ ２４３ 心材型 ５．８（Ａ） ７１８
⑥ ２９９ 心材型 １３．４（Ｂ） １１６０

中倉１階天井板

⑦ １７８ 心材型 － －
⑧ ２０７ 心材型 ４．５（Ａ） ５７６
⑨ １７９ 心材型 ５．７（⑯） ５５６
⑩ ２４４ 心材型 ５．０（Ａ） ７１９
⑪ ２２５＋１ 心材型 ８．３（Ａ） ５６９
⑫ １１１＋１ 心材型 － －
⑬ ３２９＋１２ 心材型 ６．５（Ａ） ６７７

北倉１階天井板
⑭ １０８ 心材型 － －
⑮ ３４４ 心材型 ６．３（Ａ） ７０９
⑯ ２７８ 心材型 － －

＊ｔ値の括弧内は照合に用いたパターンあるいは特定の部材の番号を示す。

※ 壁板

第１図 調査部材の年輪年代
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挿図１ 中倉２階東側壁の調査風景 挿図２ 中倉２階東側壁の年輪調査個所

挿図３ 中倉１階天井板調査風景
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